予算要求資料
平成26度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　項：商工費　　目：商業振興費
	事業名　施設改修工事負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　商工労働部　商業流通課　商業係　電話番号：058-272-1111（内3143）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11359@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　　32,638千円（前年度予算額：18,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	18,000
	18,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	32,638
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	32,638

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・岐阜産業会館は県内産業の振興と文化の向上を目的に、昭和45年8月、県・岐阜市の共有施設として開館し、改修工事費についてもそれぞれ１／２を負担している。

・築40年以上が経過しており、施設・設備の老朽化が顕著になっていることから、会館の機能維持のためには営繕改修工事を行う必要がある。
（２）事業内容

①外壁等改修工事

　　　　近年、外壁コンクリートの劣化による剥離が頻発している。利用者の安全性の確保及び施設の長寿命化を図るため、コンクリート外壁に吹付塗装を施工する。また、大展示場天井ガラス面から雨漏りがあり、展示に支障をきたしているため、防水工事を合わせて行う。

②ターボ冷凍機改修工事

　　　　全館の空調に使用しているターボ冷凍機は、各部品の消耗、劣化が進んでおり、故障の可能性が高まっている。全館空調の停止は、利用者に多大な被害を及ぼし、かつ数年後には部品調達が困難であるため、早急に改修工事が必要である。

③非常用発電機交換工事

　　　　昭和46年に設置されて以来、整備工事を行っておらず、経年劣化が進んでいるため、災害時に正常に動作しない可能性がある。現在、部品の調達が困難であり改修工事が行えないため、交換する必要がある。

④消火器入替

平成23年より消火器の規格・点検基準等に関する省令及び告示が改正され、設置から10年以上経過した消火器は、耐圧性能点検または交換を行う必要がある。現行規定に対応させるため、消火器の交換を行う。
（３）県負担・補助率の考え方
工事等の執行は岐阜市が行うため、県は工事費用の１／２を負担金として支払う。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	32,638
	県負担金の算出
工事費用　65,276千円

　　→　負担金（上記の１／２）　32,638千円

①外壁等改修工事　　　　　  改修工事費　   39,431千円

②ターボ冷凍機改修工事 　　 改修工事費　 　12,096千円

③非常用発電機交換工事　　　　　　　　　　12,651千円

設計委託及び非常用発電機交換工事　

　　　　　  委託料　　　  　2,105千円

  交換工事費　　 10,546千円　　 
（債務負担行為28,469千円、

平成26年度12,651千円、平成27年度15,818千円）
④消火器入替　　　　　　　  消耗品費 　　    1,098千円

	合計
	32,638
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
・後年度の財政負担
　　　平成27年度以降の改修工事については、引き続き必要性や緊急性を検討しながら実施する。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　岐阜産業会館は、築43年が経過しており、施設の老朽化により修繕が必要な箇所が多数あることから、必要な改修工事等を実施することで、会館の機能を維持するとともに、利用者等の安全を確保する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	利用日数(日)
：大展示場

：中展示場

：小展示場

利用人員(人)
：大展示場

：中展示場

：小展示場
	－

－

－

－

－
－

（－）
	109

100

159

69,850
62,560

12,270

（H22）
	133

117

178

86,440
71,900

13,228

（H23）
	152

113

190

91,615

77,540

15,205

（H24）
	127

117

160

－

－
－

（H24）
	119％

96％

118％

－

－
－


　　※「目標」･･･平成24年度財団法人岐阜産業会館事業計画書より

○指標を設定することができない場合の理由
	－


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

＜平成25年度＞

大・中展示場の避難経路を確保するための外部建具改修工事や冷暖房能力が弱くなっている大展示場の空調機コイル改修工事等を年度内に行う。

＜平成24年度＞

老朽化等により不具合が顕著となっている設備について、外壁落下防止工事などの改修工事を行った。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　＜平成24年度＞

　　外壁落下防止工事や空調機コイル水漏れ修繕などの改修工事を行い、利用者の安全確保や安心して利用される施設となった。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	会館は、展示場等の利用者が15万人を超えており、また、テナントとして17団体が入居していることから、利用者・入居者の安全を確保し、貸館・貸事務室としての機能を維持するための施設改修工事は必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	施設設置者の責務として最低限必要な改修工事を実施することで、会館の必要な機能を維持するとともに、利用者の安全を確保している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	改修を要する施設設備が多くある中で、現状維持を基本に、緊急性の高いものから工事を実施している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　施設の老朽化が顕著であることから、指定管理者における定期点検を徹底することで改修施設等の状況を把握し、緊急性の高い工事については速やかに実施する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

施設改修については、現状維持を基本に、今後も利用者や入居者の安全確保に必要な工事を実施していく。


